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　　　　　　　　　昨年の土砂災害でも防止施設が効果を発揮！
　　　　　　　　～平成２８年の土砂災害の発生状況をまとめました～

平成２８年に県内で発生した土砂災害は、１８件（土石流１件、がけ崩れ１７件）で、人的
被害は無く、住宅の被害は一部損壊１件でした。
県内では、年平均約５０件の土砂災害が発生しておりますが、平成２８年は近１０年で平

成２０年の１７件に次いで２番目に少ない発生件数です。
そのうち、防止施設を整備していた西伊豆町の「安良里向田」と富士宮市の「大沢遊砂

地」では、コンクリート擁壁などで土砂をくいとめ、住宅等への被害を防止しました。
いざというときの避難行動のためのソフト対策として、静岡地方気象台と県砂防課が「土

砂災害警戒情報」を昨年は８回発表し、そのうち８月１５日には吉田町が「避難勧告」を発
令し、１０名の方が避難されました。
　県では、総合計画の目標である「土砂災害による死者数ゼロ」を継続できるよう、引き続き
国や市町と連携して、土砂災害防止施設の整備を着実に進めるとともに、土砂災害警戒区
域等の指定による警戒避難体制の整備を進め、ハード・ソフトの両面から、県民の皆様の
安全安心の確保と県土の保全に努めます。




